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研究成果の概要（和文）： 

西洋世界によって提供されている世界標準の制度設計・価値観の支配する世界秩序にあって、

非西洋側は「東洋」を旗印としていかなる代替価値を提案し、その異質性を容認されるものに

鍛え上げようとしたか。その経緯を、思想・芸術の領域を中心に、１９世紀後半から百年ほど

の時期に限り、多くの研究者をあつめて検討し『東洋意識：夢想と現実とのあいだ』ほかの論

文集に集約したほか、内外の多くの学会で成果を発信し、国際学会でも提言を果たした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The current World system is established according to the value judgment and design by 
the West. How the Rest of the world has made effort so as to propose alternatives to this 
order under the banner of the “East.” The present project aimed at analyzing its limit 
of acceptability mainly in the field of thinking and arts. Limiting the chronological 
range roughly from 1850 to 1950, the project conducted researches with the participation 
of almost 50 scholars and published The Oriental Consciousness in Japanese while it 
successfully put forward the proposals both in the domestic gatherings and missions 
abroad.  
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１． 研究開始当初の背景 

エドワード・Ｗ・サイードの『オリエンタ

リズム』(1978)は、「東洋」とは西洋世界が

自らの利害関心に沿って捏造した虚像であ

るとして、その政治性を糾弾した。中近東ア

ラブ圏を主要な対象とするサイードの著作

はその後３０年近く、学術における西洋中心

主義を脱却するうえで、北米を中心に大きな

役割を果たしてきた。だが現時点では、サイ

ードの提唱したオリエンタリズム批判その

ものが、北米人文学術界の支配的な理念とな

り、それ自体が西欧アカデミズムに組み込ま

れ、あらたな学術的基準として世界を席捲す

る状況を生んでいる。ここには、非西洋世界

を西洋世界による抑圧の被害者として規定

し、その怨恨を煽ることで、かえって東西あ

るいは西欧と非西欧の対立を図式的に固定

化する欠点が露呈している。 

研究代表者は『岩波イスラーム事典』に「エ

ドワード・Ｗ・サイード」の項目執筆を依頼

され、また『イスラームを学ぶ人たち』への

依頼寄稿にあっても『オリエンタリズム』の

構想に含まれる問題点への批判に先鞭をつ

けた。またウンベルト・エーコを中心とする

欧州共同体・国際学術組 Transcultura(1988

年発足)の創設会員として、思想的な側面並

びに造形芸術分野においても、西欧世界とア

ジア・アフリカを含む非西欧世界との価値観

相克の克服をめざす多くの国際会議で提言

を続けてきた。1998 年には国際日本文化研究

センターにおいて Crossing Cultural 

Borders, Beyond Reciprocal Anthropology

を開催し、その報告書でも、価値観の対峙を

土俵に乗せるような学術論争の偽りの対話

原理の政治性に疑問を呈してきた。これらの

提言は国連大学 United Nations University

が 2001年に組織した国際会議ほかにおいて、

活発な議論を招いている。 

さらに造形藝術に関する分野でも、研究代

表者は、「東洋」という概念規定の恣意性が

抑圧され、学術規範と混同されている現実を

一貫して批判してきた。その発端は 1986 年

にパリのポンピドー・センターで開催された

『日本の前衛』展へ理論的批判にあり、近年

は 2008 年ロンドンの大英博物館「日本の伝

統工藝」展をめぐる公開討論会への招聘に至

る。博物館、美術館のような行政組織、美術

史・美学・藝術学を含む東洋学という学術上

の枠組みの設定、さらにはそれらの学問分野

における対象領域の限定という３つの次元

に渡って、西欧社会で成立した制度的・理論

的な枠組みによって世界が分別され、考察の

対象に整序されている。だが、多くの「文明

間の対話」や「国際学術交流」は、自らがこ

うした歴史的・政治的な足枷に囚われている

ことに無自覚なまま、かえってその反復的再

生産と補強に努めている。 

 
２．研究の目的 

１９世紀後半以降、とりわけ、第一次世界

大戦を経験した西洋世界には、自らの行き詰

まりを克服するための可能性を「東洋」に求

める一群の思索が登場する。一方、同時代に

は、「東洋」側からの自らの「非西洋」的な 

異質性を自覚し、西洋を凌駕する「東洋」観

を確立しようとする学術/藝術も現れる。 

 本研究は、この両者の交差した地点に浮上

した「東洋」像に注目する。思想と造形とを

めぐる具体的な論争や衝突を吟味しつつ、国

際的同質化への要請と文化的異質性への容認

との不確定な許容範囲に鬩ぎ合う葛藤と妥協

とを司る機構を解明することが目的となる。 

 
３．研究の方法 

以下の 6件の互いに密接に関連する課題を

設定し、分科会形式の調査研究により解明す

る。 

（１）西洋の衝撃に対して｢東洋｣から発言し

た知識人・芸術家の思想・行動分析：従来の

国別の分析を乗り越え、東アジア・東南アジ

ア・インド・イスラームを横断する。 

（２）｢東洋からの教訓｣を汲んだ西洋の知識

人・芸術家の思想と行動の歴史・類型分類： 

第 1次大戦、第２次大戦などの時代状況との

関数において主要な論争を位置づける。 

（３）美術史、考古学、哲学、思想史などの

学術分野における「東洋」の位置づけ：東洋

学の編成過程を西洋のみならず、東洋各地の

学術制度の整備において把握する。 

（４）万国博覧会、国際展覧会などにおける

「東洋」規定をめぐる混乱と論争の総括：従

来の１９世紀中心の研究を越え、２０世紀前

半の植民地博覧会を視野に収める。 

（５）近代制度確立における「東西対立」と

思想・造形における価値観の相克の分析：美

学、哲学だけではなく、経済思想、政治思想、

法思想における知見と比較する。 

（６）「東洋対西洋」の対比図式に孕まれた

ジェンダー的偏差の比較文化・方法論的検

討：帝国主義体制における支配側女性・被支

配側女性の相克の実相に輪郭を与える。 



４．研究成果 

（１）「西洋の衝撃に対して｢東洋｣から発言

した知識人・芸術家の思想・行動分析」では

岡倉天心、潘飛声、李垠、周作人の事例を比

較しつつカール・レーヴィットの東洋遍歴と

交差させて検討した。とかく国民国家の枠組

みに捉われて評価されがちな、これら近代東

洋意識の担い手たちは、実際には国境を往還

する移動のなかで自己意識を形成し、異質な

価値観との接触のなかで、それを鍛錬して、

あるいは同時代に指針を提供し、あるいは近

代の運命に翻弄され、あるいはそれに世界史

的な洞察を与えてみせた。これらの事例の分

析からは、従来の国別の分析を乗り越え、東

アジアを横断して「東洋意識」の実態を把握

するに足りる視野を得た。東南アジア・イン

ド・イスラームを網羅するには、なお次の機

会が期待されるが、研究代表者はロビンドロ

ナト・タゴール生誕百五十周年記念国際会議

（ライデン）に招聘され、インドネシア、西

欧、中国の事例との比較考察の場で日本の情

報を提供した。これも本研究の成果のひとつ

である。 

（２）「｢東洋からの教訓｣を汲んだ西洋の知

識人・芸術家の思想と行動の歴史・類型分類」

に関しては、国際日本研究センターにおいて

国際シンポジウムを開催し、大英帝国での日

英博覧会、オズヴァルド・シレンを中心とし

た北欧での日本美術知識の伝播、ブルーノ・

タウトらによる日本建築の再評価ほかの事

例を検討する機会を得た。これを通じて、東

洋的価値観に関して、第 1次大戦、第２次大

戦などの時代状況との関数において、従来の

専門分野の枠を超えた観点から、主要な論争

を相互関係のうちに位置づけ得た。 

（３）「美術史、考古学、哲学、思想史など

の学術分野における「東洋」の位置づけ」に

関しては、朝鮮における民藝の成立、断片性

の美学の受容、「日本的」デザイン思想が日

本支配下でいかに台湾に伝播したかの研究、

日本のシナ学が近代中国でいかに受容され

たかを、大村西崖の事績を中心に洗いなおす

作業、西谷啓治、和辻哲郎の思想とロシアの

神秘主義との比較などの作業を通じて、東洋

学の編成過程を西洋内部のみならず、東洋各

地の学術制度の整備において把握した。これ

は、現在当然視されている各専門分野の歴史

的・社会的意義を、そのディシプリンの成立

事情に遡って再検討するという成果である。 

（４）「万国博覧会、国際展覧会などにおけ

る「東洋」規定をめぐる混乱と論争の総括」

については、とりわけ佐野真由子が中心とな

り、従来の１９世紀中心の研究を越え、２０

世紀前半の植民地博覧会を視野に収める研

究会を軌道に乗せた。1935-6 年のロンドンに

おける中国美術展を、1938年のベルリンにお

ける日本古美術展と比較検証する試みや、イ

ンドにおけるブリテイッシュ・カウンシルの

活動を米国やドイツ、フランスと比較しつつ、

日本の国際文化振興会の活動を浮き彫りに

する作業、さらに朝鮮博覧会における都市計

画の推進から戦時期でのヴェトナムにおけ

る文化交流にいたる事例が批判的に検討さ

れ、アフリカにおける文化財再評価や文化遺

産政策との対比にまで議論を拡大できた。こ

れは今後の文化的自意識の対外発信や、相互

認識など、文化外交の将来を設計するうえで

指針を与えうる成果をなすものといえよう。 

（５）「近代制度確立における「東西対立」

と思想・造形における価値観の相克の分析」

については、とりわけパーフォーマンス芸術

の領域での日米交流や南米にまでひろがる

日本前衛舞踏の影響が考察された一方、そう

した「東洋」受容の下に潜む思想史的な問題

も集中的に審議された。すなわち日本美学の

範疇論への問い、範疇を越えた思考様式の西

洋哲学における受容の限界、さらには西洋的

範疇を横溢する概念枠（たとえば「半」）の

有効性と問題性といった論点である。これら

の検討を通じて、狭義の美学、哲学だけでは

なく、経済思想、政治思想、法思想における

知見との比較の必要性が明確となってきた

が、その具体的な発展は、なお本研究による

成果の彼方で追求を続ける必要があろう。 

（６）最後に「「東洋対西洋」の対比図式に

孕まれたジェンダー的偏差の比較文化・方法

論的検討」は、近年その重要性が再認識され

ている問題であるが、1950年を下限とする歴

史的視野のなかでは、男性支配を当然の前提

とする体制や価値観が圧倒的な社会であっ

たことが、洋の東西を問わず再確認され、そ

のなかで女性性を発揮する可能性および劣

位にある文化価値を評価する枠組みがいか

に模索されるかといった問題が、「東洋意識」

解明の主要な課題であることが再認識され

た。帝国主義体制における支配側女性・被支

配側女性の相克の実相に輪郭を与えるには、

なお本研究だけでは限界があり、他の専門領

域との協働の必要なことが認識された。とり

わけ、欧米のみならず、中国や韓国、東南ア

ジア諸国と比較しても、女性の社会進出の比

率がきわめて低いままに留まっている日本

社会の現状は、たんにこれを「国際水準」に

合わせればよい、という問題ではあるまい。

「東洋の覇者」を 1930年代に任じた極東の

島国において、いかなる東洋意識の屈曲が女



性進出遅延の背景にあるのか。社会制度や倫

理観の背後にある意識の問題が、解明されね

ばなるまい。これは、本研究の成果の延長上

で、今後達成すべき目標のひとつとなる。 

 

以上をふまえて、以下、いささか巨視的に

本研究の成果を総括したい。 

世界標準の制度設計・価値観とは、現実には
「西洋」を自称する側が支配する世界秩序に
あった。それが世界大に形成されたのが 19
世紀後半以降の「帝国主義」の時代であり、
「植民地主義」の実相である。非西洋側はさ
まざまな旗印のもとに、それに対応し、とり
わけ１９６０年代からは「アフリカ」や「ラ
テン・アメリカ」が、そこに対抗しようとす
る姿勢を顕著にしてきた。本研究はその直前
の時期に焦点をあて、「東洋」を旗印として
いかなる代替価値が提案され、その異質性が
いかにして、またいかなる条件のもとで「西
洋」側に容認されたかを検討した。 

２１世紀を迎えて、思想界では「脱植民地
主義」の呼び声が盛んである。だがその主要
な主体は、実際には旧植民地出身民族の末裔
として「西側」の拠点に生息する知識人や有
力者によって占められる。「国際人」とは、
かつての西側支配階級の利権の相続者とい
うべきかも知れない。「国際人」と「現地人」
は、いまや白人種と有色人種の区別とは重な
らず、むしろ国境を越えた多国籍企業の支配
者層と、そこに労働力を提供する被支配者層
とに置き換えられた。両者のあいだの階層移
動の流動性 mobility はどのような力学に支
えられているのか。その背後の下地をなす機
構を解明するうえで、「東洋意識」研究は、
有効な成果をあげた。なぜならば、東洋側が
西洋側に有効な自己主張をする手段、西洋側
が東洋側を承認する条件が、歴史的な使命は
すでに終えつつも、なかば無意識のまま、な
お 21 世紀初頭の世界における物流や人間的
移動さらには価値観の流動性を制御する、不
可視の法則となっているからである。 

中国の覇権、あるいはスペイン語圏の覇権
が予測される世界秩序の変貌にあって、極東
日本は、社会としても国家としても、なおめ
ざすべき立ち位置を模索している。西欧世界
の一員という自己規定も、世界経済における
東洋の代表としての地位も、もはや有効性を
失いつつある。インドやアフリカに範例をみ
るようなディアスポラ的知識人と土地に縛
られた民衆層との分離が、日本社会にも今後
浸透してゆくのか。それとも文化的な一体意
識を維持することによって、東洋の一員たる
国民・国家意識を将来もなお維持してゆくべ
きなのか。それはそもそも可能なのか。 

『東洋意識：夢想と現実とのあいだ』ほか
の和文・英文による論文集では、こうした将
来像へも繋がる問題を提起した。それを本研

究によって達成された成果として報告する
とともに、そこには次なる課題が示されてい
ることを明記したい。すなわち、西洋世界に
よって形成された世界秩序が有効期限を迎
え、なおそれに換わる秩序体系が姿を現さな
い今日、国家間戦争の代理戦争とは異質な地
域紛争が増加し、世界秩序の利潤から締め出
された地域での海賊行為、秩序の無法化が進
行しつつある。こうした違法行為は、これを
かつての世界秩序の倫理によって事前に抑
止し、強圧的に鎮圧することは、もはや不可
能な趨勢にある。となれば、電子情報や情報
産業を含む海賊行為への対応は、あらたな秩
序意識の構築と無縁にはなしえまい。 

1850 年代から 1950 年代にかけての東洋意
識への歴史的考察や理論的批判の延長上に、
次なる課題が見えてきている。すなわち海賊
行為の世界史的な見直しと、1500 年代から五
百年のスパンを視野にいれ、次なる五百年の
見通しを描くという課題である。こうした展
望が開けてきた点に、本科学研究費助成金に
よる研究の、いまひとつの成果を認めたい。 
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